












































ている O テーパ線路の構成に対して最適化を行なう空間が可変次元となるために最急降下法と Dav-
ionの方法を併用するのが最も効果的であるという結果を得ている O
第4章では，不均一分布 RC線路の構成に対して抵抗，容量の最適分布関数を求める問題について




















布 RC線路を構成するという製造面での利点を明らかにしている O 最小化法としては収束性のすぐれ
たDavidonの方法を用い，計算の能率向上が行なわれている O
また，分布 RC線路の応用回路であるノッチフィルタの近似設計法を示し，その有用性を確かめる
とともに自動設計における初期値設定の lつの指針を与えている O
これらのことを総合して，分布 RC線路と集中定数素子が混在する分布 RC回路で伝送特性を実現
する一般的な自動設計手法を開発し，計算機プログラム・システムを作成している O
以上のように，本論文は回路設計とくに計算機援用設計の進歩に貢献するところが大きい。よって
博士論文として価値あるものと認める O
? ??
